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長洲町社協だより

「げんきの館」書道教室の生徒さんの作品です。今月は坂口篤美様の作品です！

この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています

　令和８年７月４日㊏ながす未来館において、「元気あっぷ教室10周年記念大会」を開催しました。
　この元気あっぷ教室は、住民主体の体操教室で「元気あっぷリーダー」さんが各介護予防拠点施設など
で体操を指導していただいています。この日は心配されていた雨も上がり、約200名の参加がありました。
　最初に発足当初から10年間活躍されている元気あっぷリーダー５名の方に永年功労賞を、次に令和７年
度に顕著な活動をされた３名の方に最多活動者賞を田成会長より授与されました。
　また基調講演として、九州厚生局地域包括ケアアドバイザーの山内 強 氏と北尾 昌平 氏よりそれぞれに
ご講演をいただきました。改めて今後の新たな一歩を踏み出すための充実した１日となりました。

◇元気あっぷ体操教室参加者
「６～７年前から参加しています！健康のために役立っていると実感しています！」
「地区の多くの人が参加してくれればと思います。」

◇元気あっぷリーダー
「これからも、もっともっと多くの人に参加していただいて、元気な区にしたい！」

◇町外からの参加者
「とてもいい話ばかりで勉強になりました！長洲町はとても良い取り組みをしてますね！」

～担当者より～ 
　地域の皆様のあたたかいご支援に支えられ、元気あっぷ教室は今年で10周年の節目を迎えることができました。
皆様に感謝申し上げます。
　私たちはこれから５年後・10年後を見据えて、町民の皆様とともに誰もが安心して暮らせる地域づくりに努め
てまいります。
　今後とも変わらぬご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

ふ だんの く らしの し あわせ福祉 とは…

元気あっぷ教室10周年記念大会を開催しました！

元気あっぷリーダー受賞者８名 永年功労賞 表彰式 基調講演の様子
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　赤い羽根共同募金が10月から12月までの３カ月間にわたって行われます。
　共同募金は地域福祉推進のために、町社会福祉協議会で児童・高齢者・障がいを持つ人、生活困窮者の
人、子どもたちへの支援や、ボランティア団体など、様々な福祉課題の解決のため役立てられます。また、
災害時には被災地や被災者の方々を支援しています。
　今年度も戸別募金をはじめとして、法人募金、職域募金、学校募金や街頭募金を実施させていただきま
すので、皆さまの温かいご支援をよろしくお願いいたします。

子どもたちのために　35円
•新入学児童祝品贈呈、子どもワークキャ
ンプ、福祉教育の推進などのために

ボランティア活動のために　118円
•クリーンウォーク、ボランティア団体お
よびボランティア協力校の活動、ボラン
ティアの養成、災害ボランティアセン
ター設置訓練などのために

障がい者福祉のために　12円
•障がい者団体の活動のために

共同募金へのご協力をお願いします
～10月１日から赤い羽根募金運動が始まります～

　生活に困っている人の相談を受け、相談者に寄り添いながら生活再建を一緒に考えていく支援の充実と
フードバンクの活性化を目的として、ふれあいセンター館内で「よりそい冷蔵庫事業」を展開していま
す。センター内には大きな冷蔵庫、冷凍庫、玄米保冷庫を設置していますので、ご家庭にある食材や生活
用品など、皆様からの温かい支援のご協力お願いいたします。

①お米、レトルト食品、缶詰、ビン詰、インスタント食品、乾物、
調味料など（未開封のもの、賞味期限が１カ月以上のもの）
②トイレットペーパー、ティッシュ、衛生用品（歯ブラシ、紙お
むつ、石鹸など）、その他生活に必要なもの
③冷凍食品、冷蔵食品、野菜など（日持ちがするもの）
「回収場所」（①～③）は、ふれあいセンター、
（①、②）は、げんきの館、長洲町役場

JAたまな長洲総合支所様から
フードバンクにお米をご寄贈いただきました
　JAたまな長洲総合支所様からお米30㎏
を２袋、町社会福祉協議会にご寄贈いただ
きました。このお米は生活に困っている人
へ提供するなど、大切に活用させて頂きま
す。ありがとうございました。

ユーマートトクナガ長洲店様に
フードバンクボックスを設置しています
　フードバンクボックスの設置を相談したところ、快くご
了承頂き、８月20日㊍から設置させて頂いてま
す。お預かりした商品等は生活
に困っている人へ提供するなど、
大切に活用させて頂く予定です。

・働きたくても働けない理由があり、物価高
で生活がとても苦しかったが、社協に相
談をして色んな助言をもらい、食材や物
資を支援してもらって本当に助かりました。

・生活の立て直しができたら、今後は自分が
社協に食材と物資を寄付して、困っている
方の力になりたいと思います。

「食材や生活用品」を募集しています！

募金は次のように活用しています
（例えば、500円の募金の場合）

福祉のまちづくりのために　335円
•ふれあいフェスタの開催費用、外出支援
車両の整備費用、生活困窮者の緊急生活
援助、広報紙の発行などのために

募集中!! 相談者からの声

ために 33
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長洲町社協だより

　赤い羽根共同募金配分金事業として、７月30日㊍・31日㊎の２日間、町ふれあいセンターにおいて、町内の小学１年
生から３年生を対象に「子どもワークキャンプ」を開催し、18人の児童が参加しました。
　この事業は、夏休み期間中にさまざまな体験活動の場を提供するとともに、異年齢交流や地域の方々とのふれあいを
通して、豊かな社会性を育むことを目的として実施しました。
　当日は、地域ボランティアの皆さんの協力のもと、夏休みの宿題や室内レクリエーション、交通安全教室など、さま
ざまな活動に取り組みました。１日目には綿菓子づくりにも挑戦し、自分で作った綿菓子を手に笑顔があふれるなど、
楽しいひとときを過ごしました。
　また、２日目にはLIXIL有明工場を見学し、社員の方から会社や製品について説明を受け、ものづくりへの想いや仕事
の大切さを学びました。子どもたちは興味深く話を聞き、働くことへの理解を深める貴重な機会となりました。
　２日間を通して、子どもたちは学校や学年を越えた交流を深め、夏休みの思い出に残る充実した体験となりました。

　永方区ふれあい地区社会福祉協議会では、地域で安心して
暮らし続けることができるよう、「永方区見守り活動情報交換
会」を定期的に開催されています。この情報交換会では、区長、
民生委員・児童委員、地域の関係者などが集まり、日頃の見
守り活動の状況や気になることについて情報を共有し、地域
で支え合うための取組について話し合っています。
　地域の中での声かけや見守りは、住民同士のつながりを深
め、安心して暮らせる地域づくりにつながる大切な活動です。
　長洲町社会福祉協議会では、こうした会議にも参加し、各
地区のふれあい地区社会福祉協議会と連携して、地域のつな
がりを大切にした「支え合いの地域づくり」を推進しています。

この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています

ふれあい地区社協コーナー

今年も子どもワークキャンプを開催しました！

▲LIXIL有明工場で記念撮影
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令和８年９月号No.177

行政区 寄付者名 物故者名
鷲 巣 夫代由紀子 待鳥　英勝
建 浜 山下　静子 山下　芳洋
折 地 隈部　慈昭 隈部みな子
出 町 松髙　和子 松髙　　明
平 原 上野　美守 上野　　中
松 原 瀬口　郁子 瀬口　洋祐
愛 知 県 藤井　修一 藤井　　功
東 京 都 太田章一郎 太田　昌子
玉 名 市 関本　賢一 関本千代子
宮 崎 中島ツイ子 中島　征志
平 原 福本　親康 福本　仁子
大 阪 府 磯野　伸晴 磯野　繁良
平 原 石橋アヤ子 石橋　正市
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一般寄付お礼
　髙松一馬 様（東荒神）と東荒神グラウンドゴルフ愛好
会様より、社会福祉事業に役立ててくださいとご寄付を
いただきました。
　ありがとうございました。

町社会福祉協議会 （☎７８-１４４０)申問・

「どこに相談していいかわからない」
「こんなことで相談に行っていいの？」
と悩まずにお気軽にご相談ください。
　弁護士が相談に応じます。
　電話または来所による事前予約制と
なっており、無料でご相談いただけます。

■日　時 ９月15日㊋、10月20日㊋
■場　所 ふれあいセンター／相談室　　　
■定　員 各月４人（予約が必要です）
■時　間 １人30分（午前10時から正午まで）
■料　金 無料

心配ごと相談開催心配ごと相談開催

　今年度も会員増強運動にご協力いただきまして、
ありがとうございました。
　皆様からお寄せいただきました社資は、日本赤
十字社熊本県支部へ送金し、自然災害等における
災害救援活動や国際活動などのための活動資金と
なります。
　今後とも日本赤十字社の活動に、ご支援・ご協
力をお願いいたします。

賛助会員および特別会員は次のとおりです。
名石浜工業会・㈱山本組・㈱那須商会・アクアテクニカ
ル㈱・肥後銀行長洲支店・整備組合荒尾長洲支部・熊本
中央信用金庫長洲支店・長洲町商工会・㈱カナデビアエ
ンジニアリング・小山工業㈱・花谷建設㈱・くすりの林
田・長洲ガス㈲・石油組合長洲支所・㈱平川燃料長洲給
油所・熊本北部漁業協同組合・㈱イノアック住環境・カ
ナデビア株式会社・JAたまな長洲総合支所・興亜建設工
業㈱・社会福祉法人池修会

（敬称省略、寄付日順）

日本赤十字会員（社員）増強運動のご報告

一般社資 一般会員 4,877件 2,438,500円
法人社資 賛助会員 13件 54,000円
 特別会員 8件 90,000円

合計 4,898件 総額　2,582,500円

令和８年度　５月１日～５月31日

　町社会福祉協議会を地域の皆さんに
知っていただけるように、社協の事業や
地域の活動など、色々な情報をお届けし
ます。皆さんの『友だち登録』をよろし
くお願いします！

お詫びと訂正
　７月号（No.176）のおくやみ（香典返し寄付お礼）
の欄で物故者名に間違いがありました。お詫びして訂正
いたします。（敬称略）

（誤）杉野　或也　→　（正）杉野　成也
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